
小中一貫教育の推進における「遠隔教育システム」の構築について 

 

現在、小中一貫教育推進協議会・専門部会では、令和７年度からの小中一貫

教育の開始に向けて、小中学校教員による乗入れ授業、小小合同事業、小中合

同事業などを検討しています。 

これまでの検討において、施設分離型・小中一貫教育校（構成校：中山小学

校、伊草小学校、西中学校）では、別々の場所にありながら、学校間で連携・

交流を図らなければならないので、施設一体型・小中一貫教育校（構成校：つ

ばさ小学校、川島中学校）と比較すると、連携・交流の頻度は自ずと低くなら

ざるを得なく、かつ連携・交流にかかる教職員の負担感も少なからずあると

いう意識が見えてきました。 

このようなことから、学校間の連携・交流事業の補完と、教職員の移動にか

かる負担軽減を目的に、小中一貫教育推進の中で「遠隔教育システム」の構築

を検討したいと考えます。 

 

遠隔教育とは 

ＩＣＴを効果的に活用して、距離に関わりなく相互に情報の発信・受

信のやりとりする中で行う同時双方型教育をいい、第３期教育振興基本

計画（平成３０年６月閣議決定）で、推進を図るとされています。 

児童生徒が多様な考えに触れ、様々な体験を積む機会が増えるなど、

教育の質の向上につなげることが可能です。また、様々な事情により通

学が困難な児童生徒に対しても、学習機会の確保が図れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠隔授業の類型（３タイプ） 
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「遠隔教育システム」の構築（案）について 
 

 国が進めるＧＩＧＡスクール構想の実現によって、学校内のネット環境が拡充整備さ

れ、かつ児童生徒１人１台ずつタブレット端末が配備されました。これによって、普通

教室においてコンピュータを活用した授業が可能となった一方で、コンピュータ教室に

おいてデスクトップコンピュータを活用する頻度は著しく低くなりました。 

 このようなことから、①普通教室におけるネット環境、タブレット端末のさらなる活

用の促進と、②コンピュータ教室の再整備という２つの方向性で、「遠隔教育システム」

を構築したいと考えます。 

 

１.ハード面の整備 

（１）普通教室のテレビモニターの順次更新 

   現在、各教室に配備されているテレビモニターは老朽化が進んでいることから、

今後の児童生徒数を見込みながら、順次、大きいサイズの物に更新したい。 

    

時期（未定）  

 

（２）コンピュータ教室のメディアセンター化（再整備） 

   デスクトップコンピュータを撤去し、大型スクリーン、プロジェクターを設置す

るほか、ＶＲゴーグル､３Ｄプリンターを導入するなどして、メディアセンター

を整備するものです。将来的には、ＳＴＥＡＭ教育（※）の実現まで視野に入れ

るものです。 

 

    時期（予定） 令和７年度・・・・・中山小、伊草小、西中 

           令和８年度以降・・・つばさ小、川島中 

     

※ ＳＴＥＡＭ教育とは 

Science(科学)、Technology(技術)、Engineering(工学･ものづくり)、Art(芸

術)、Mathematics(数学)の５つの単語の頭文字を組み合わせた教育概念。 

論理的思考力や問題解決能力といった能力を高めることを目的です。 

 

２.ソフト面の研究、検討 

（１）普通教室における遠隔教育について 

現在の普通教室に整備されたネット環境、タブレット端末、モニター等の活用を

前提とし、以下の事項を検討するものとします。 

 

・合同授業（発表会など含む）について 

・専門家等による学習支援について 

 

（２）（仮称）メディアセンター（コンピュータ教室の再整備後）における遠隔教育

について 

  コンピュータ教室を再整備した後、大型スクリーン、プロジェクター、ＶＲゴー

グル､３Ｄプリンター等の活用を前提とし、以下の事項を検討するものとします。 

 

・合同授業（発表会など含む）について 

・専門家等による学習支援について 


